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鮮やかなピンク色のグロリオサ「高育 2号」 

 
高知県は国内最大のグロリオサの生産地

です。グロリオサは主要な花き類に比べる

と育種があまり進んでおらず、赤色や黄色

が際立つ花の豪華さとは対照的に色や形の

変化には乏しいのが弱点でした。そこで、

新たにピンク色の系統「高育2号」を育成し

ました。  

「高育2号」は、イオンビームを照射した

「ミサトピンク系の自殖種子」を養成した

個体から選抜されました。花弁の主色は鮮

桃色、複色は淡緑黄色で、覆輪の模様があ

ります（写真）。形は「ミサトレッド」と

同様の半球形ですが、花弁や花全体の大き

さは「ミサトレッド」よりも小ぶりです。 

4月定植の作型では、「ミサトレッド」に

比べて葉数はやや多く、茎の長さはやや短

めですが栽培上は茎を折り曲げる必要があ

ります。葉は「ミサトレッド」よりも幅が

細く、やや下垂します。 

これまでのグロリオサには珍しいピンク

色の「高育2号」は、業務用だけでなく家庭

でも使いやすい花として市場からも注目さ

れています。 
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写真 グロリオサ「高育 2号」の花 


